
偶
者
、
そ
し
て
中
学
生
の
男
の
子

の
３
人
家
族
は
英
国
の
と
あ
る
街

に
住
ん
で
い
ま
す
。熱
い
母
親
と
、

思
い
の
ほ
か
冷
静
で
利
発
な
息
子

は
、
人
種
差
別
、
貧
富
、
難
民
問

題
、
ド
ラ
ッ
グ
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と

さ
ま
ざ
ま
な
社
会
問
題
を
語
り
、

と
き
お
り
新
聞
を
読
ん
で
い
る
配

偶
者
が
老
眼
鏡
を
上
げ
な
が
ら
、

ふ
た
り
の
間
に
絶
妙
な
間
合
い
で

ボ
ソ
ッ
と
突
っ
込
み
を
入
れ
ま

す
。
重
い
テ
ー
マ
な
が
ら
も
魅
力

的
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
会
話
の
た

め
か
、
ペ
ー
ジ
を
繰
る
ス
ピ
ー
ド

も
速
ま
り
ま
す
。

　
Ｙ
Ａ
本
の
需
要
は
ま
す
ま
す
高

ま
る
と
思
い
ま
す
。
い
ま
の
社
会

状
況
は
国
内
外
問
わ
ず
、「
課
題
」

が
山
積
で
あ
り
、
Ｙ
Ａ
向
き
テ
ー

マ
に
は
こ
と
欠
き
ま
せ
ん
。
た
だ

社
会
問
題
だ
け
に
意
識
が
向
き
過

ぎ
ず
に
、人
物
造
形
に
も
尽
力
し
、

工
夫
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

数
年
後
に
は
こ
の
本
の
よ
う
な
会

話
が
日
本
の
家
族
の
中
で
交
わ
さ

れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。『
ぼ

く
は
イ
エ
ロ
ー
で
～
』の
帯
に
、

【
親
子
で
読
み
た
い『
一
生
モ
ノ
』

の
課
題
図
書
】と
あ
り
ま
す
。

　
す
ば
ら
し
い
。
納
得
で
す
！

№648
★「若い人に贈る読書のすすめ」掲載図書決定（2頁）
★「全国優良読書グループ」表彰団体決定（3頁）

を
め
ざ
し
ま
す
。
進
級
試
験
、
経

済
困
窮
な
ど
数
々
の
試
練
が
立
ち

は
だ
か
り
ま
す
が
、
周
囲
の
人
々

の
支
援
も
あ
り
、
苦
難
を
乗
り
越

え
る
さ
ま
は
、
爽
快
感
さ
え
覚
え

ま
す
。

　

八
束
澄
子
さ
ん
の『
団
地
の
コ

ト
リ
』（
ポ
プ
ラ
社
）は
、女
子
中
学

校
２
年
生
の
視
点
を
通
し
て
、独

居
老
人
と
居
所
不
明
児
童
の
テ
ー

マ
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。差
し
伸

べ
る
手
と
手
が
繋
が
り
、読
後
感

の
よ
い
本
で
す
。

  

私
が
こ
こ
数
年
、Ｙ
Ａ
向
け
の
本

と
し
て
い
ち
ば
ん
の
お
勧
め
は
、一

般
書
で
は
あ
り
ま
す
が
、『
ぼ
く
は

イ
エ
ロ
ー
で
ホ
ワ
イ
ト
で
、ち
ょ
っ

と
ブ
ル
ー
』（
新
潮
社
）
で
す
。

　

日
本
人
の
パ
ン
ク
な
母
親
と
、

元
ロ
ン
ド
ン
の
銀
行
員
で
現
在
、

大
型
ダ
ン
プ
の
運
転
手
を
し
て
い

る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
英
国
人
の
配

に『YA! EN
TERTAIN

M
EN

T

』

シ
リ
ー
ズ
を
立
ち
あ
げ
、『N

O
.6

』

を
あ
さ
の
あ
つ
こ
さ
ん
に
、『
妖

怪
ア
パ
ー
ト
の
幽
雅
な
日
常
』
を

香
月
日
輪
さ
ん
に
、
は
や
み
ね
さ

ん
に
は『
都マ

チ会
の
ト
ム
＆
ソ
ー
ヤ
』

を
書
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

『
都マ

チ会
ト
ム
』
は
今
夏
、
実
写
映

画
化
も
さ
れ
、
小
学
校
高
学
年
か

ら
大
人
ま
で
幅
広
い
人
気
が
あ
り

ま
す
。『YA!

』
シ
リ
ー
ズ
は
漫

画
の
エ
ン
タ
メ
要
素
を
含
め
、
作

家
の
み
な
さ
ん
が
「
際
立
っ
た

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
作
り
」
を
さ
れ
た

の
が
成
功
に
結
び
つ
き
ま
し
た
。

　

最
新
Ｙ
Ａ
（
ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル

ト
）
書
で
は
、
イ
タ
リ
ア
在
住
の

佐
藤
ま
ど
か
さ
ん
の『
ア
ド
リ
ブ
』

（
あ
す
な
ろ
書
房
）が
お
勧
め
で

す
。
イ
タ
リ
ア
に
住
む
日
本
人
の

母
と
、
少
年
ユ
ー
ジ
の
親
子
の
物

語
で
、
ユ
ー
ジ
は
フ
ル
ー
ト
奏
者

　
講
談
社
在
籍
の
20
年
前
、
青
い

鳥
文
庫
の
は
や
み
ね
か
お
る
さ
ん

の
『
名
探
偵
夢
水
清
志
郎
シ
リ
ー

ズ
』
と
、
松
原
秀
行
さ
ん
の
『
パ

ソ
コ
ン
通
信
探
偵
団
シ
リ
ー
ズ
』

が
小
学
校
高
学
年
に
た
い
へ
ん
な

人
気
を
博
し
て
い
ま
し
た
。
新

刊
が
出
る
と
即
刻
、数
多
く
の
ハ

ガ
キ
が
届
き
、「
試
験
前
な
の
で
、

『
青
い
鳥
』
は
禁
止
よ
、
と
マ
マ

に
言
わ
れ
、
お
布
団
の
中
に
電
気

ス
タ
ン
ド
を
引
き
込
ん
で
、
隠
れ

て
読
み
ま
し
た
」
と
か
、
き
れ
い

な
文
字
で
「
つ
べ
こ
べ
言
わ
ず
に

つ
ぎ
を
書
け
！
」
と
書
か
れ
た
も

の
も
あ
り
、
こ
れ
に
は
笑
い
、
泣

か
さ
れ
ま
し
た
。
締
め
切
り
が
遅

れ
気
味
で
言
い
訳
の
多
い
、
は
や

み
ね
さ
ん
へ
の
「
可
愛
い
抗
議
」

の
ハ
ガ
キ
で
し
た
。

　
小
学
校
高
学
年
の
読
書
熱
を
中・

高
生
に
継
承
す
べ
く
、２
０
０
３
年

《ホームページ》http://www.dokusyo.or.jp

（1） 読 書 推 進 運 動（昭和 44 年８月２日第三種郵便物認可）（毎月１回15日発行）第648号 2021年11月15日

阿あ

部べ　
薫か

お
る

一
般
社
団
法
人　

日
本
国
際
児
童
図

書
評
議
会
（
Ｊ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
）　

監
事

こ
れ
か
ら
Ｙ
Ａ
本
の
真
価
が

　
問
わ
れ
る
と
思
い
ま
す
！

「
若
い
人
に
贈
る
読
書
の
す
す
め
」
に
よ
せ
て
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著
者
名

書

名

定

価
出

版

社

青
山
美
智
子
お
探
し
物
は
図
書
室
ま
で

一
七
六
〇
ポ
プ
ラ
社

ア
ン
デ
シ
ュ
・
ハ
ン
セ
ン

久
山
葉
子
（
訳
）

ス
マ
ホ
脳

一
〇
七
八
新

潮

社

三
浦
し
を
ん
エ
レ
ジ
ー
は
流
れ
な
い

一
六
五
〇
双

葉

社

オ
ー
ド
リ
ー
・
タ
ン（
語
り
）

ク
ー
リ
エ
・
ジ
ャ
ポ
ン
編
集
チ
ー
ム（
編
）

オ
ー
ド
リ
ー
・
タ
ン 

自
由
へ
の
手
紙

一
五
四
〇
講

談

社

和
田　

秀
樹
み
ん
な
に
好
か
れ
な
く
て
い
い

九
六
八
小

学

館

山
崎
聡
一
郎

10
代
の
君
に
伝
え
た
い

学
校
で
悩
む
ぼ
く
が
見
つ
け
た
未
来
を
切
り
ひ
ら
く
思
考

一
三
二
〇
朝
日
新
聞
出
版

佐
原
ひ
か
り
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
・
ブ
ラ
ジ
ャ
ー

一
六
七
二
河
出
書
房
新
社

齋
藤　

孝
本
当
の「
心
の
強
さ
」っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？

一
四
三
〇
誠
文
堂
新
光
社

中
村　

哲
希
望
の
一
滴

一
六
五
〇
西
日
本
新
聞
社

ブ
レ
イ
デ
ィ
み
か
こ

他
者
の
靴
を
履
く　

一
五
九
五
文
藝
春
秋

宮
田　

律
武
器
で
は
な
く
命
の
水
を
お
く
り
た
い

中
村
哲
医
師
の
生
き
方

一
五
四
〇
平

凡

社

服
部
み
れ
い
自
分
を
た
い
せ
つ
に
す
る
本

一
〇
一
二
筑
摩
書
房

桝　

太
一
な
ぜ
私
た
ち
は
理
系
を
選
ん
だ
の
か

一
五
九
五
岩
波
書
店

井
上　

祐
紀
学
校
で
は
教
え
て
く
れ
な
い
自
分
を
休
ま
せ
る
方
法

一
四
三
〇
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

相
沢　

沙
呼
教
室
に
並
ん
だ
背
表
紙

一
五
四
〇
集

英

社

ク
リ
ス
・
ヴ
ィ
ッ
ク

杉
田 
七
重（
訳
）

少
女
と
少
年
と
海
の
物
語

三
三
〇
〇
東
京
創
元
社

岡
嶋　

裕
史
思
考
か
ら
の
逃
走

一
七
六
〇
日
経
Ｂ
Ｐ

井
手　

留
美
捨
て
な
い
パ
ン
屋
の
挑
戦　

し
あ
わ
せ
の
レ
シ
ピ

一
四
三
〇
あ
か
ね
書
房

ヘ
ザ
ー
・
ゲ
イ
ル（
文
） 

ミ
カ
・
ソ
ン

グ（
絵
） 

ク
ウ
レ
イ
ナ
ニ
橋
本（
訳
）

ホ
オ
ナ
ニ
、
フ
ラ
お
ど
り
ま
す

一
六
五
〇
さ
・
え
・
ら
書
房

眞
邊　

明
人
も
し
も
徳
川
家
康
が
総
理
大
臣
に
な
っ
た
ら

一
六
五
〇
サ
ン
マ
ー
ク
出
版

高
橋　

創

井
上
マ
サ
キ

桃
太
郎
の
き
び
だ
ん
ご
は
経
費
で
落
ち
る
の
か
？

一
五
四
〇
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社

増
田　

史
10
代
か
ら
知
っ
て
お
き
た
い
メ
ン
タ
ル
ケ
ア

し
ん
ど
い
時
の
自
分
の
守
り
方　

一
四
三
〇
ナ
ツ
メ
社

石
井
光
太
格
差
と
分
断
の
社
会
地
図

一
八
七
〇
日
本
実
業
出
版
社

エ
ヴ
ァ
・
イ
ー
ラ
ン
ド

い
と
う
ひ
ろ
み（
訳
）
し
あ
わ
せ
を
さ
が
し
て
い
る　

き
み
に

一
六
五
〇
ほ
る
ぷ
出
版

「
若
い
人
に
贈
る
読
書
の
す
す
め
」リ
ー
フ
レ
ッ
ト
掲
載
書
名
一
覧

２
０
２
２

『
若
い
人
に
贈
る
読
書
の
す
す
め
』
実
施

目
の
検
討　
③
対
象
読
者
向
き
か　
④

そ
の
ほ
か
各
委
員
が
特
別
に
推
薦
し
た

い
書
目
な
ど
を
勘
案
し
て
検
討
。
本
年

度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
の
た
め
、
メ
ー
ル
で
の
投
票
と
意
見

交
換
を
行
い
、
最
終
的
に
委
員
会
全
体

で
24
点
を
確
認
、決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
本
年
度
も
、
こ
の
推
薦
図
書
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
21
万
部
製
作
、
道
府
県
の
読

進
協
・
都
道
府
県
立
図
書
館
を
通
じ
て

各
公
共
図
書
館
に
、
日
本
出
版
取
次
協

会
の
協
力
で
取
次
会
社
を
通
じ
て
全
国

の
書
店
に
配
布
を
行
い
、
有
効
に
活
用

し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
出
来
は
12
月
上
旬

を
予
定
。
成
人
式
で
の
利
用
の
た
め

２
０
２
１
年
内
の
受
け
取
り
ご
希
望
の

方
は
、
早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
卒

業
式
、
読
書
グ
ル
ー
プ
、
学
校
で
の
読

書
指
導
、
地
域
の
文
化
活
動
な
ど
で
の

ご
利
用
も
歓
迎
で
す
（
部
数
に
か
ぎ
り

が
あ
り
ま
す
）。
ご
希
望
の
方
は
公
益

社
団
法
人 

読
書
推
進
運
動
協
議
会
事

務
局
ま
で
お
問
い
あ
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
☎
０
３
─
５
２
４
４
─
５
２
７
０

e-m
ail　

info@
dokusyo.or.jp

　
公
益
社
団
法
人 

読
書
推
進
運
動
協

議
会・事
業
委
員
会
は
、
２
０
２
２「
若

い
人
に
贈
る
読
書
の
す
す
め
」推
薦
図

書
24
点
を
選
定
し
ま
し
た
。

　
今
年
も
例
年
ど
お
り
、
道
府
県
読
書

推
進
運
動
協
議
会
に
「
若
い
人
に
ぜ
ひ

読
ん
で
も
ら
い
た
い
本
」
の
推
薦
を
依

頼
、
40
の
読
進
協
か
ら
計
95
点
の
書
目

の
推
薦
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
も
っ
と
も
推
薦
が
多
か
っ
た
の
は
、

青
山
美
智
子
の
『
お
探
し
物
は
図
書
室

ま
で
』
で
、
６
つ
の
読
進
協
か
ら
推
薦

が
あ
り
ま
し
た
。
つ
い
で
、
ア
ン
デ

シ
ュ・ハ
ン
セ
ン（
著
）・久
山
葉
子（
訳
）

の
『
ス
マ
ホ
脳
』
が
５
つ
の
読
進
協
か

ら
推
薦
が
あ
り
ま
し
た
。
三
浦
し
を
ん

の
『
エ
レ
ジ
ー
は
流
れ
な
い
』、
齋
藤

孝
の
『
本
当
の
「
心
の
強
さ
」
っ
て
な

ん
だ
ろ
う
？
』も
人
気
を
集
め
ま
し
た
。

　
事
業
委
員
会
の
書
目
選
考
基
準
は
、

①
各
出
版
社
１
点　
②
複
数
県
推
薦
書
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優
良
読
書
グ
ル
ー
プ
名

所

在

地

代
表
者
（
世
話
人
）
名

安
八
町
読
書
サ
ー
ク
ル
協
議
会

岐
阜
県
安
八
郡
安
八
町

東　

多
賀
美

三
島
市
立
図
書
館

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

静
岡
県
三
島
市

佐
藤
由
紀
子

図
書
館
友
の
会　

け
や
き

京
都
府
京
都
市

永
井　

麻
里

読
み
聞
か
せ
「
ほ
た
る
」

和
歌
山
県
海
草
郡
紀
美
野
町

和
田
喜
代
美

出
雲
市
立
大
社
図
書
館
読
書
会

島
根
県
出
雲
市

名
村　

三
枝

あ
い
あ
い
ス
マ
イ
ル

岡
山
県
津
山
市

西
村　

照
子

（
選
考
中
）

広
島
県

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
よ
み
っ
こ
★
か
～
も
」

徳
島
県
吉
野
川
市

森
住　

啓
子

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
が
わ

お
は
な
し
ば
ん
び

香
川
県
高
松
市

黒
川
あ
ゆ
み

延
永
小
学
校
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
と
し
ょ
マ
マ
」

福
岡
県
行
橋
市

𠮷
田　

純
子

ム
ー
ン
ブ
ッ
ク
（
三
日
月
小
学
校
育
友
会
）

佐
賀
県
小
城
市

香
月　

靖
子

人
形
劇　

な
づ
み
座

長
崎
県
西
彼
杵
郡
時
津
町

大
塚　

久
子

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

つ
わ
の
花

熊
本
県
天
草
市

宮
﨑　

正
子

岡
本
ふ
れ
あ
い
図
書
館

大
分
県
竹
田
市

後
藤
　

篤

フ
ル
ー
ツ
バ
ス
ケ
ッ
ト

宮
崎
県
西
諸
県
郡
高
原
町

瀬
戸
口
美
智
子

串
木
野
小
学
校
読
み
聞
か
せ
グ
ル
ー
プ

「
花
さ
き
山
」

鹿
児
島
県

い
ち
き
串
木
野
市

尾
場
瀬
ち
な
み

久
米
島
町
手
話
サ
ー
ク
ル
「
く
め
し
ゅ
わ
」
沖
縄
県
島
尻
郡
久
米
島
町

安
里　

友
希

（
以
上
35
グ
ル
ー
プ
）

優
良
読
書
グ
ル
ー
プ
名

所

在

地

代
表
者
（
世
話
人
）
名

お
は
な
し
会
「
わ
ら
べ
」

北
海
道
夕
張
郡
由
仁
町

松
井
由
季
子

リ
オ
ン
の
会

青
森
県
八
戸
市

赤
松
し
づ
代

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
こ
こ
ろ
」

岩
手
県
大
船
渡
市

今
野
美
彌
子

七
ヶ
浜
町
お
は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
あ
ゆ
み
の
会
」

宮
城
県
宮
城
郡

七
ヶ
浜
町

金
子
美
千
子

お
は
な
し
ポ
ケ
ッ
ト

秋
田
県
潟
上
市

渡
部　

美
恵

し
ゃ
く
な
げ

山
形
県
最
上
郡
舟
形
町

佐
藤　

良
知

相
馬
お
は
な
し
の
部
屋

福
島
県
相
馬
市

菊
池　

幸
枝

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
メ
ル
ヘ
ン

茨
城
県
小
美
玉
市

横
山
由
紀
恵

那
珂
川
町
図
書
館
お
は
な
し

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
た
ま
ご
」

栃
木
県
那
須
郡

那
珂
川
町

嶋
﨑　

有
子

吉
岡
町
図
書
館　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
わ
ら
べ
の
会
」

群
馬
県
北
群
馬
郡

吉
岡
町

神
宮　

芳
枝

川
本
も
く
せ
い
読
書
会

埼
玉
県
深
谷
市

中
村　

和
子

浦
安
市
図
書
館
友
の
会

千
葉
県
浦
安
市

堀
内
眞
起
子

お
は
な
し
マ
ド
レ
ー
ヌ

新
潟
県
新
潟
市

渡
邉　

純
子

み
ち
く
さ

富
山
県
小
矢
部
市

山
田　

妙
子

石
川
読
書
グ
ル
ー
プ
研
究
会

石
川
県
金
沢
市

伊
達　

祥
子

ア
ポ
ロ
読
書
会

福
井
県
坂
井
市

酒
井
カ
ズ
子

双
葉
図
書
館
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

み
ど
り
の
風

山
梨
県
甲
斐
市

小
林　

美
咲

人
形
劇
サ
ー
ク
ル
「
明
夢
」

長
野
県
中
野
市

春
原　

夏
江

　
公
益
社
団
法
人 

読
書
推
進
運
動
協

議
会
で
は
、
第
75
回
「
読
書
週
間
」
事

業
と
し
て
、
11
月
３
日
㈷
を
中
心
に
、

各
道
府
県
の
読
書
推
進
運
動
協
議
会
を

通
じ
て
、「
第
54
回 

全
国
優
良
読
書
グ

ル
ー
プ
（
下
表
）」
の
表
彰
を
行
い
ま

し
た
（
一
部
選
考
中
）。

　

読
書
グ
ル
ー
プ
の
結
成
促
進
と
育

成
強
化
は
、
読
書
推
進
運
動
の
根
幹

を
な
す
も
の
と
し
て
、
公
益
社
団
法

人 

読
書
推
進
運
動
協
議
会
は
結
成
以

来
、
活
動
の
第
一
目
標
と
し
、
道
府

県
各
読
書
推
進
運
動
協
議
会
と
連
携

し
て
、
そ
の
育
成
・
発
展
に
努
力
を

重
ね
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
各
読
書
推
進
運
動
協

議
会
の
推
薦
に
よ
り
、
一
地
域
一
グ

ル
ー
プ
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
原
則
と

し
て
５
年
以
上
の
活
動
を
続
け
て
い
る

グ
ル
ー
プ
を
推
薦
・
表
彰
の
対
象
と
し

て
い
ま
す
。

　
現
在
、
読
書
グ
ル
ー
プ
の
活
動
は
、

読
書
会
、実
演
活
動
、家
庭・地
域
文
庫
、

障
が
い
を
持
つ
方
へ
の
読
書
支
援
、
図

書
館
サ
ポ
ー
ト
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
っ

て
い
ま
す
。

　
全
国
の
読
書
グ
ル
ー
プ
に
敬
意
を
表

し
、
数
あ
る
読
書
グ
ル
ー
プ
を
対
象
に

ご
推
薦
の
労
を
と
ら
れ
た
、
各
道
府
県

読
書
推
進
運
動
協
議
会
の
み
な
さ
ま

に
、
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

推
薦
さ
れ
た
優
良
読
書
グ
ル
ー
プ

に
は
、
そ
の
業
績
を
讃
え
、
公
益
社
団

法
人 

読
書
推
進
運
動
協
議
会
よ
り
賞

状
お
よ
び
副
賞（
図
書
カ
ー
ド
２
万
円

分
）を
、
各
道
府
県
読
書
推
進
運
動
協

議
会
を
通
じ
て
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。

各
グ
ル
ー
プ
の
活
動
状
況
は
、
１
月

号
以
降
、
本
紙
上
で
逐
次
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。

　
こ
の
優
良
読
書
グ
ル
ー
プ
表
彰
は
、

１
９
６
８
年 

第
22
回
「
読
書
週
間
」

か
ら
実
施
し
て
お
り
、
本
年
ま
で
の
表

彰
グ
ル
ー
プ
数
は
１
８
８
０
の
数
グ

２
０
２
１
年
度
・
第
54
回

全
国
優
良
読
書
グ
ル
ー
プ
表
彰

─
─
道
府
県
読
進
協
推
薦
─
─

ル
ー
プ
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
副
賞
の
図
書
カ
ー
ド
２
万
円

分
の
う
ち
１
万
円
分
は
、
例
年
同
様
、

日
本
図
書
普
及
株
式
会
社
の
協
賛
に
よ

り
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。
同
社
の
ご

協
力
に
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
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■
Ｊ
Ｂ
Ｂ
Ｙ 

ブ
ッ
ク
カ
タ
ロ
グ

世
界
各
国
・
地
域
の
「
自
慢
の
一
冊
」
で

子
ど
も
の
本
の
現
在
を
知
る

品
の
３
部
門
に
分
け
、
１
冊
ず
つ
書
誌

情
報
、簡
単
な
内
容
紹
介
、対
象
年
齢
、

作
品
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
紹
介
し
て
い

る
。巻
末
の
キ
ー
ワ
ー
ド
索
引
は
、ブ
ッ

ク
ト
ー
ク
の
組
み
立
て
に
も
有
効
。

　
ま
た
、
２
０
２
０
年
の
国
際
ア
ン
デ

ル
セ
ン
賞
受
賞
者
の
ジ
ャ
ク
リ
ー
ン
・

ウ
ッ
ド
ソ
ン
（
作
家
賞
、
ア
メ
リ
カ
）、

ア
ル
ベ
ル
テ
ィ
ー
ヌ
（
画
家
賞
、
ス
イ

ス
）
の
業
績
、作
品
も
紹
介
し
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
で
は
、
カ
タ
ロ
グ
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
図
書
を
展
示
す
る
「
世
界

の
子
ど
も
の
本
展
」
の
開
催
者
を
募
集

し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
図
書
館
・
学
校

ほ
か
、
展
示
会
場
が
用
意
可
能
な
有
志

の
個
人
・
団
体
へ
、
図
書
と
作
品
ご
と

の
日
本
語
解
説
パ
ネ
ル
な
ど
を
セ
ッ
ト

で
貸
し
出
す
も
の
。
２
０
２
３
年
３
月

ま
で
の
期
間
、
一
会
場
に
つ
き
２
週
間

以
内
の
貸
出
と
な
る
。

　
費
用
な
ど
含
む
、
カ
タ
ロ
グ
の
入
手

方
法
、
展
示
会
開
催
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
Ｊ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
ま
で
。

●
Ｊ
Ｂ
Ｂ
Ｙ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　
　

https://jbby.org/
e-m

ail　

info@
jbby.org

　
一
般
社
団
法
人 
日
本
国
際
児
童
図

書
評
議
会
（
Ｊ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
）
は
、
ブ
ッ

ク
カ
タ
ロ
グ
『Ｉ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
が
す
す
め

る
世
界
の
児
童
書　

国
際
ア
ン
デ
ル

セ
ン
賞
と
Ｉ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
オ
ナ
ー
リ
ス
ト

２
０
２
０
』
を
発
行
し
た
。

　
こ
の
カ
タ
ロ
グ
は
国
際
児
童
図
書
評

議
会
（
Ｉ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
）
に
参
加
す
る
世
界

60
の
国
・
地
域
が
、
自
国
・
地
域
を
代

表
す
る
図
書
と
し
て
推
薦
し
た
48
言

語
、
179
作
品
を
紹
介
す
る
「
Ｉ
Ｂ
Ｂ
Ｙ

オ
ナ
ー
リ
ス
ト
」
の
２
０
２
０
年
版
を

翻
訳
・
要
約
し
た
も
の
。
文
学
作
品
、

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
作
品
、
翻
訳
作

■
11
月
１
日
「
本
の
日
」 

華
や
か
な
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
、

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
で
「
本
の
日
」
を
Ｐ
Ｒ

ろ
げ
て
全
体
を
見
る
と
『
本
の
日
』
と

い
う
文
字
が
道
路
と
し
て
描
か
れ
て
お

り
、
本
の
背
に
は
さ
り
げ
な
く
『
11
月

１
日
』
と
書
か
れ
て
い
る
。
本
に
巻
く

と
そ
の
華
や
か
さ
が
際
立
ち
、
魅
力
的

な
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
」
と
選
考
理
由
を
述

べ
て
い
る
。
こ
の
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
は
11

月
１
日
よ
り
、
全
国
171
の
参
加
書
店
で

文
庫
本
購
入
時
に
サ
ー
ビ
ス
さ
れ
て
い

る
。
参
加
書
店
の
一
覧
は
、「
本
の
日
」

公
式
サ
イ
ト
か
ら
確
認
で
き
る
。

　
ま
た
、
実
行
委
員
会
は
11
月
１
日
㈪

に
、
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
「
ひ
ろ
ゆ
き
と

話
そ
う
。
本
の
こ
と
、
自
分
の
こ
と
、

未
来
の
こ
と
。」
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開

催
。
実
業
家
で
『
１
％
の
努
力
』（
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
社
）
な
ど
の
著
者
・
西
村

博
之
（
ひ
ろ
ゆ
き
）
さ
ん
が
、
事
前
に

限
定
60
名
で
募
集
し
た
中
学
生
～
大
学

生
か
ら
の
質
問
にZoom

で
答
え
る

様
子
をYouTube

で
ラ
イ
ブ
配
信

し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
前
半
は
、
対
談
形
式
で
ひ

ろ
ゆ
き
さ
ん
の
読
書
体
験
を
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
。「
図
書
館
へ
週
２
回
行
く
の

が
、
小
学
生
の
と
き
の
習
慣
だ
っ
た
」

な
ど
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
披
露
さ
れ
た
。

「
本
の
日
」
実
行
委
員
会
（
事
務
局
＝

日
本
書
店
商
業
組
合
連
合
会
、
代
表
＝

矢
幡
秀
治
）
は
読
書
週
間
の
ス
タ
ー
ト

に
あ
わ
せ
て
10
月
27
日
㈬
に
、「『
本
の

日
』
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
大
賞
」
の
受
賞
作

を
発
表
し
た
。

　

２
年
ぶ
り
の
実
施
と
な
っ
た
今
回

は
、「
読
書
が
楽
し
く
な
る
ブ
ッ
ク
カ

バ
ー
」
を
テ
ー
マ
に
、
文
庫
用
ブ
ッ
ク

カ
バ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
を
募
集
。
応
募
516

作
品
よ
り
、
大
賞
に
選
ば
れ
た
の
は
、

セ
キ
サ
ト
コ
さ
ん
（
山
口
県
、
イ
ラ
ス

ト
レ
ー
タ
ー
）
の
「
本
の
ま
ち
」。
本

を「
ま
ち
」に
見
立
て
た
イ
ラ
ス
ト
で
、

審
査
委
員
長
の
矢
幡
秀
治
さ
ん
は
、「
ひ

　
後
半
は
、
司
会
者
に
指
名
さ
れ
た
学

生
が
ひ
ろ
ゆ
き
さ
ん
に
質
問
。「
読
み

た
い
本
が
見
つ
か
ら
な
く
て
困
っ
て
い

る
」「
高
校
生
で
読
ん
で
お
く
べ
き
本

は
あ
り
ま
す
か
？
」「
中
学
校
内
で
マ

ン
ガ
を
読
ん
で
は
い
け
な
い
理
由
は
な

い
こ
と
を
論
破
し
て
ほ
し
い
」な
ど
の
、

さ
ま
ざ
ま
な
質
問
に
答
え
た
。

　
最
後
に
、「
ネ
ッ
ト
上
の
知
識
だ
け

を
拾
う
の
で
は
、
絶
対
Ａ
Ｉ
に
勝
て
な

い
。
検
索
エ
ン
ジ
ン
に
頼
ら
な
い
、
体

系
的
な
検
索
を
で
き
る
力
を
つ
け
る
こ

と
。
ち
ゃ
ん
と
し
た
本
を
読
ん
で
ほ
し

い
」
と
学
生
た
ち
へ
語
っ
た
。　

　

ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
大
賞
の
表
彰
式
、

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
の
見
逃
し
配
信
は
、

「
本
の
日
」
公
式
サ

イ
ト
（
下
記
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
）
よ
り
視

聴
可
能
。

【左】『IBBY がすすめる世界の児童書』表紙
【右】山梨県小淵沢での「世界の子どもの本展」

落ち着いた色あいながらも、華やかな
ブックカバー大賞作品「本のまち」。
入手したら、ぜひ、細部まで楽しんで
ください！

書店などに掲出されたトークイベント
告知ポスター



（5） 読 書 推 進 運 動（第三種郵便物認可）第648号 2021年11月15日

■
国
際
子
ど
も
図
書
館 

児
童
文
学
連
続
講
座

多
彩
な
ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル
ト
文
学
を

見
渡
す
講
座
の
記
録
集館

活
動
」
白
井
澄
子
さ
ん
、「
国
際
子

ど
も
図
書
館
の
中
高
校
生
向
け
サ
ー
ビ

ス
」
楢
木
惠
美
子
さ
ん
（
国
際
子
ど
も

図
書
館
職
員
）（
各
講
師
の
肩
書
き
は

開
催
当
時
の
も
の
）。

　
講
義
録
に
は
講
座
の
レ
ジ
ュ
メ
と
紹

介
さ
れ
た
資
料
リ
ス
ト
も
収
録
さ
れ
て

い
る
。
Ｐ
Ｄ
Ｆ
は
国
際
子
ど
も
図
書
館

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
可
能
。
冊
子
は

公
益
社
団
法
人 

日
本
図
書
館
協
会（
電

話
０
３
─
３
５
２
３
─
０
８
１
２
）
よ

り
購
入
で
き
る
。

　
ま
た
、
本
年
度
の
児
童
文
学
連
続
講

座
は
、「
今
を
生
き
る
ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル

ト
へ
」
を
テ
ー
マ
に
現
在
オ
ン
ラ
イ
ン

で
開
催
中
。
申
し
込
む
こ
と
で
11
月
１

日
か
ら
来
年
１
月
11
日
ま
で
の
配
信
期

間
中
、
講
座
を
視
聴
で
き
る
。
講
師
は

苫
野
一
徳
さ
ん
（
熊
本
大
学
准
教
授
）、

白
井
澄
子
さ
ん
、ひ
こ・田
中
さ
ん
（
作

家
）、
三
辺
律
子
さ
ん
（
翻
訳
家
）、
国

立
国
会
図
書
館
国
際
子
ど
も
図
書
館
職

員
。
今
年
度
講
座
の
詳
細
、視
聴
方
法
、

視
聴
申
込
（
無
料
）
は
、
国
際
子
ど
も

図
書
館
ま
で
。

●
国
立
国
会
図
書
館
国
際
子
ど
も
図
書
館

https://w
w

w
.kodom

o.go.jp/

　
国
立
国
会
図
書
館 

国
際
子
ど
も
図

書
館
は
、『
令
和
２
年
度 

児
童
文
学
連

続
講
座
講
義
録
「
10
代
に
手
渡
す
物
語

─
ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル
ト
文
学
総
論
」』
を

発
行
し
た
。

　
同
館
で
は
２
０
０
４
年
度
よ
り
ほ
ぼ

毎
年
、「
児
童
文
学
連
続
講
座
」
を
開

催
し
て
お
り
、
昨
年
度
の
講
座
『
10
代

に
手
渡
す
物
語
』は
白
井
澄
子
さ
ん（
白

百
合
女
子
大
学
教
授
）
の
監
修
で
、
昨

年
11
月
９
日
・
10
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
ラ
イ
ブ
配
信
形
式
で
開
か
れ
た
。
各

講
座
の
テ
ー
マ
と
講
師
は
、「
21
世
紀

の
英
米
ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル
ト
文
学
」
水
間

千
恵
さ
ん（
川
口
短
期
大
学
教
授
）、「
ヤ

ン
グ
ア
ダ
ル
ト
書
籍
と
し
て
の
ラ
イ
ト

ノ
ベ
ル
」
大
橋
崇
行
さ
ん
（
東
海
学
園

大
学
准
教
授
）、「
現
代
日
本
児
童
文
学

と
『
ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル
ト
文
学
』」
奥
山

恵
さ
ん
（
児
童
書
専
門
店
経
営
）、「
英

語
圏
の
ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル
ト
文
学
と
図
書

■
親
地
連 

全
国
交
流
集
会

は
じ
め
て
の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
で

全
国
の
仲
間
と
交
流

オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
公
開
さ
れ
た
。

　
そ
の
中
で
広
瀬
さ
ん
は
、
51
年
間
の

活
動
を
振
り
返
り
、「
な
ぜ
子
ど
も
に

と
っ
て
本
が
大
事
な
の
か
」に
つ
い
て
、

子
ど
も
が
成
長
上
の
課
題
に
直
面
し
た

と
き
に
力
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
で
あ

り
、
本
に
ふ
れ
あ
え
る
環
境
を
作
る
の

は
大
人
の
役
割
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し

た
。

　
つ
ぎ
に
現
代
表
の
原
良
子
さ
ん
か
ら

最
近
の
活
動
概
況
と
今
年
の
６
～
７
月

に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ
い

て
の
報
告
が
あ
っ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
の

流
行
を
受
け
て
活
動
を
中
止
・
縮
小
せ

ざ
る
を
え
な
い
文
庫
が
多
か
っ
た
も
の

の
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
こ
ら
し
て
活

動
を
再
開
し
た
こ
と
な
ど
が
説
明
さ
れ

た
。

　
各
地
か
ら
の
報
告
で
は
３
団
体
か
ら

の
報
告
が
あ
っ
た
。「
う
す
ゆ
き
そ
う

文
庫
」（
岩
手
県
盛
岡
市
）
は
代
表
の

澤
口
杜
志
さ
ん
が
、
中
屋
敷
町
公
民
館

を
拠
点
と
し
た
活
動
を
紹
介
し
、「
子

ど
も
た
ち
の
こ
と
を
第
一
に
考
え
る
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
、「
子
ど
も
の
話
を
聞

く
」
こ
と
を
心
掛
け
て
い
る
こ
と
を
語

ら
れ
た
。

　

親
子
読
書
地
域
文
庫
全
国
連
絡
会

（
親
地
連
）
の
第
23
回
全
国
交
流
集
会

が
、10
月
３
日
㈰
13
時
か
ら
行
わ
れ
た
。

今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
の
た
め
、
は
じ
め
て
の
オ
ン
ラ
イ

ン
形
式
（Zoom

使
用
）
で
の
開
催

と
な
り
、
182
名
が
参
加
し
た
。

　
当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
開
会
の
挨

拶
、
各
地
か
ら
の
報
告
に
引
き
続
き
、

京
都
大
学
前
総
長
の
山
極
壽
一
さ
ん

（
総
合
地
球
環
境
学
研
究
所
所
長
）
の

記
念
講
演
と
い
う
構
成
。

　
冒
頭
の
挨
拶
で
は
、
実
行
委
員
長
の

栗
山
由
香
さ
ん
の
開
会
の
辞
に
続
い

て
、
前
代
表
の
広
瀬
恒
子
さ
ん
の
ビ
デ

「
と
も
だ
ち
文
庫
」（
埼
玉
県
北
本
市
）

は
代
表
の
藤
本
富
美
子
さ
ん
が
、
市
に

学
校
図
書
館
の
充
実
を
訴
え
て
成
果
が

あ
っ
た
こ
と
や
、
記
念
文
集
を
作
成
し

た
と
き
に
、
文
庫
の
卒
業
生
か
ら
「
本

を
読
ん
だ
こ
と
が
い
ま
の
自
分
を
作
っ

て
い
る
」
と
活
動
へ
の
励
ま
し
を
受
け

た
こ
と
な
ど
を
報
告
し
た
。

「
香
川
県
子
ど
も
文
庫
連
絡
会
」
は
藤

井
則
子
さ
ん
が
、
２
０
２
１
年
度
い
っ

ぱ
い
で
の
活
動
終
了
を
報
告
し
た
。

１
９
８
２
年
の
発
足
以
来
40
年
近
く
が

経
過
し
、
メ
ン
バ
ー
の
高
齢
化
や
子
ど

も
の
減
少
な
ど
を
受
け
て
決
断
し
た
と

の
こ
と
。

　
続
く
記
念
講
演
『
ゴ
リ
ラ
か
ら
学
ん

だ
こ
と
―
コ
ロ
ナ
後
の
世
界
を
ど
う

生
き
る
か
』
で
は
、
講
師
の
山
極
壽
一

さ
ん
が
ご
自
身
の
専
門
分
野
で
あ
る
ゴ

リ
ラ
の
生
態
と
の
比
較
を
通
し
て
、
人

間
の
ユ
ニ
ー
ク
な
特
徴
を
紹
介
。
な
か

で
も
特
徴
的
な
社
会
の
つ
な
が
り
が
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
損
な
わ
れ
て
し
ま
っ

た
の
で
、
コ
ロ
ナ
後
は
あ
ら
た
め
て
共

感
、
共
有
の
考
え
方
が
必
要
に
な
っ
て

く
る
と
示
唆
し
た
。

　
記
念
講
演
終
了
後
は
、
出
席
者
全
員

が
ビ
デ
オ
オ
ン
に
し
た
状
態
で
、
山
極

さ
ん
を
か
こ
ん
だ
画
面
を
ス
ク
リ
ー
ン

シ
ョ
ッ
ト
し
た
「
記
念
撮
影
」
も
行
わ

れ
た
。

令和２年度講義録表紙

【左上】各地からの報告　【右上】広瀬恒
子さんのメッセージ　【下】活動概況
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中
高
生
の
本
格
的
な
調
べ
も
の
に
対
応

す
る
の
は
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
調
べ
も
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、

本
を
活
用
す
る
こ
と
の
奥
深
さ
を
体
験

す
る
こ
と
に
よ
り
、
図
書
館
や
本
に
親

し
ん
で
も
ら
い
、
中
高
生
の
自
発
的
な

利
用
が
少
な
い
と
悩
ん
で
い
る
多
く
の

図
書
館
の
利
用
促
進
に
つ
な
げ
て
い
け

た
ら
と
、
国
際
子
ど
も
図
書
館
で
は
考

え
て
い
る
そ
う
で
す
。
そ
の
た
め
、
中

高
生
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
書
架
づ
く
り

を
目
指
し
、
ス
タ
ッ
フ
は
日
々
意
見
を

交
わ
し
な
が
ら
、
並
べ
る
本
を
選
ん
で

い
ま
す
。

　
国
際
子
ど
も
図
書
館
で
は
、今
後
は
、

グ
ル
ー
プ
に
限
ら
ず
ひ
と
り
で
も
調
べ

も
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
で
き
る

よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
も
計
画
し

て
い
ま
す
。
今
後
の
中
高
生
向
け
サ
ー

ビ
ス
の
進
化
に
、注
目
で
す
。（
編
集
部
）

　
本
紙
５
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
た
、
国
立

国
会
図
書
館 

国
際
子
ど
も
図
書
館
の

『
連
続
児
童
文
学
講
座
講
義
録
』
の
一

項
に
「
国
際
子
ど
も
図
書
館
の
中
高
生

向
け
サ
ー
ビ
ス
」
と
あ
り
ま
す
。
ど
ん

な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
？

「
調
べ
も
の
の
部
屋
」

　

国
際
子
ど
も
図
書
館
の
中
高
生
向

け
サ
ー
ビ
ス
の
中
心
と
な
る
の
は
、

２
０
１
６
年
２
月
に
設
置
さ
れ
た
資
料

室
「
調
べ
も
の
の
部
屋
」
で
す
。

　

こ
の
資
料
室
に
は
そ
の
名
の
と
お

り
、
中
高
生
の
調
べ
も
の
に
役
立
つ
図

書
資
料
約
１
万
冊
が
並
ん
で
い
ま
す
。

コ
ン
セ
プ
ト
は
、「
中
高
生
に
、
本
の

世
界
へ
の
入
り
口
と
し
て
知
の
世
界
の

奥
深
さ
を
感
じ
て
も
ら
う
」
こ
と
。
辞

典
類
や
専
門
書
な
ど
「
い
か
に
も
調
べ

も
の
！
」と
い
う
資
料
だ
け
で
は
な
く
、

図
版
が
豊
富
で
め
く
る
だ
け
で
楽
し
く

な
る
資
料
や
、
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
の
書
き

方
な
ど
、「
こ
ん
な
こ
と
も
調
べ
ら
れ

る
の
？
」
と
い
う
資
料
も
あ
り
ま
す
。

明
確
な
テ
ー
マ
が
な
い
利
用
者
で
も
、

書
架
を
眺
め
て
い
る
と
調
べ
た
い
気
持

ち
が
わ
い
て
く
る
よ
う
で
す
。

　
資
料
室
入
口
に
あ
る
の
は
、
２
か
月

ご
と
に
テ
ー
マ
が
変
わ
る
「
ウ
ェ
ル
カ

ム
展
示
」
の
棚
で
す
。
こ
の
11
月
・
12

月
の
テ
ー
マ
は
「
遊
び
」
で
す
。
そ
の

ほ
か
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
テ
ー
マ
に
し
た
展

示
コ
ー
ナ
ー
や
教
科
書
掲
載
作
品
、
同

館
が
あ
る
東
京
・
上
野
地
区
に
関
連
す

る
コ
ー
ナ
ー
も
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
資
料
は
、
図
書
館
で
一
般
的
な
日
本

十
進
分
類
法
に
従
っ
て
配
置
さ
れ
、
十

進
分
類
法
に
つ
い
て
、
詳
し
い
説
明
が

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
調
べ

方
が
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、
資
料
室
内

の
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
を
利
用
し
た
り
、
カ
ウ
ン

タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
に
相
談
で
き
ま
す
の

で
、
初
心
者
も
安
心
し
て
利
用
で
き
ま

す
。

「
調
べ
も
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

　

２
０
１
６
年
４
月
か
ら
は
じ
ま
っ

た「
調
べ
も
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
」は
、

「
調
べ
も
の
の
部
屋
」
の
資
料
な
ど
を

使
い
、
図
書
館
で
の
調
べ
も
の
を
体
験

で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
学
校
か
ら

の
事
前
申
込
制
で
、
２
０
１
９
年
度
ま

で
に
109
回
実
施
さ
れ
、
参
加
人
数
は
約

１
６
０
０
人
を
数
え
て
い
ま
す
。
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
１
～
２
時
間
の
短
時
間
で
、

図
書
館
や
本
で
の
調
べ
も
の
を
お
も
し

ろ
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
内
容

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
調
べ
も
の
の
要
素

が
強
く
て
、
本
を
使
っ
て
ク
イ
ズ
を
解

く
作
業
を
必
要
と
す
る
４
つ
の
コ
ー

ス
（
調
べ
も
の
対
戦
・
調
べ
も
の
ク
イ

ズ
・
館
内
探
索
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
・
ク

イ
ズ
出
題
対
決
）
と
、
本
か
ら
情
報
を

読
み
取
っ
て
こ
と
ば
で
表
現
す
る
２
つ

の
コ
ー
ス
（
ス
ト
ー
リ
ー
創
作
・
Ｐ
Ｏ

Ｐ
広
告
作
成
）が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
申
し
込
み
が
最
も
多
か
っ
た

の
は
、「
調
べ
も
の
ク
イ
ズ
」
コ
ー
ス
、

次
い
で「
館
内
探
索
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」

コ
ー
ス
、「
調
べ
も
の
対
戦
」
コ
ー
ス

と
な
っ
て
い
て
、
調
べ
も
の
コ
ー
ス
の

人
気
が
高
い
よ
う
で
す
。

　
出
題
さ
れ
る
ク
イ
ズ
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
の
検
索
だ
け
で
は
簡
単
に
答

え
が
出
せ
ず
、
本
に
よ
る
下
調
べ
が
必

要
と
な
る
も
の
、
検
索
キ
ー
ワ
ー
ド
の

言
い
換
え
が
必
要
と
さ
れ
る
も
の
な

ど
、
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
検
索
、
資
料
の
目
次
・

索
引
を
使
っ
た
検
索
へ
と
参
加
者
を
導

く
よ
う
に
工
夫
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
参
加
校
は
、
国
際
子
ど
も
図
書
館
に

近
い
東
京
都
内
お
よ
び
関
東
圏
の
学
校

が
大
部
分
を
占
め
て
い
ま
す
が
、
遠
隔

地
の
学
校
が
修
学
旅
行
コ
ー
ス
の
ひ

と
つ
と
し
て
利
用
す
る
ケ
ー
ス
も
あ

る
そ
う
で
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
詳
細
や

参
加
申
込
方
法
は
国
際
子
ど
も
図
書

館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://w

w
w

.
kodom

o.go.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

今
後
に
向
け
て

　

本
で
調
べ
る
楽
し
さ
を
中
高
生
に

知
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う
国
際
子
ど
も

図
書
館
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
紹
介

し
ま
し
た
。

「
調
べ
も
の
の
部
屋
」
の
規
模
で
は
、

「
調
べ
る
体
験
」
で
本
の
世
界
、
知
の
世
界
の
奥
深
さ
を

中
学
生
・
高
校
生
に
感
じ
て
ほ
し
い
！

■
国
立
国
会
図
書
館 

国
際
子
ど
も
図
書
館 

中
高
生
向
け
サ
ー
ビ
ス

西洋の物語に出てくる図書館のような
「調べものの部屋」

17 の目標と関連図書が一目でわかる
SDGs 展示コーナー
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【左】「若い人に贈る読書のすすめ」と「読書週間」の合わせ技一本！
【右】過去の「若い人」リーフレット掲載図書も特集されています
（東京大学教育学部附属中等教育学校）

【右】図書室の外廊下黒板で手づくりの落ち葉をそえて
【左」閲覧室で「違う私」に出会う（東京都立調布北高等学校)

【左】ポスターの隣は、先生たちの推薦図書！
【右】図書室前の掲示板に生徒たちの地元紙投稿記事と（小矢部市立大谷中学校）

学校に読書の風が吹く！
～読書週間ポスター展示 in 学校図書館～

今年の「読書週間」ポスターは、さわやかなイラストが
「学校にあう！」「図書室が明るくなった」と、中学校・
高校に大好評！
編集部に届いたステキな写真の一部をご紹介します。

書架の間の展示スペースで、ハロウィン
特集と一緒に（中学校図書室)

みなさん、「ポスター貼っただけですよ」な
んておっしゃっていましたが、どうしてどう
して、提示場所や特集にひと工夫、ふた工夫
も……。ポスターを作る側として、ただただ
感謝です！



事
務
局
報
告
（
10
月
）

☆
１
日
＝
「
野
間
読
書
推
進
賞
贈
呈
式
」
に
つ

い
て
文
部
科
学
省
総
合
教
育
政
策
局
に
祝

辞
依
頼

・
３
日
＝
親
地
連
全
国
交
流
集
会
（
オ
ン
ラ
イ

ン
）
に
参
加

☆
４
日
＝
「
野
間
読
書
推
進
賞
贈
呈
式
」
案
内

を
発
送

☆
５
日
＝
「
野
間
読
書
推
進
賞
贈
呈
式
」
に
つ

い
て
出
版
ク
ラ
ブ
と
打
ち
あ
わ
せ

☆
５
日
＝
「
学
校
図
書
館
図
書
等
の
整
備
・
拡

充
を
求
め
る
各
界
連
絡
会
」
に
出
席

☆
６
日
＝
機
関
紙
『
読
書
推
進
運
動
』
第
647
号

別
冊
「
こ
ど
も
の
読
書
週
間 

行
事
報
告

一
覧
」
入
稿

☆
６
日
＝
「
第
75
回 

読
書
週
間
」
事
業
に
つ

い
て
日
本
図
書
普
及
株
式
会
社
と
打
ち
あ

わ
せ

・
６
日
＝
伊
藤
忠
記
念
財
団
「
子
ど
も
文
庫
助

成
事
業
」
本
年
度
の
受
託
業
務
を
完
了

☆
７
日
＝
機
関
紙
『
読
書
推
進
運
動
』
第
647
号

本
紙 

入
稿
、
別
冊 

責
了

☆
７
日
＝
「
若
い
人
に
贈
る
読
書
の
す
す
め
」

書
目
メ
ー
ル
投
票
用
リ
ス
ト
を
各
事
業
員

に
配
信

☆
８
日
＝
機
関
紙
『
読
書
推
進
運
動
』
第
647
号

本
紙 

責
了

☆
13
日
＝
「
野
間
読
書
推
進
賞
贈
呈
式
」
撮
影

に
つ
き
カ
メ
ラ
マ
ン
と
打
ち
あ
わ
せ

・
13
日
＝
と
よ
た
か
ず
ひ
こ
さ
ん
よ
り
「
子
ど

も
読
書
の
日
」
ポ
ス
タ
ー
ラ
フ
受
け
取
り

☆
15
日
＝
機
関
紙
『
読
書
推
進
運
動
』
第
647
号

本
紙
・
別
冊 

出
来

☆
19
日
＝
「
２
０
２
１
年
度 

第
３
回 

常
務
理

事
会
」
開
催

☆
20
日
＝「
２
０
２
１ 

第
63
回 

こ
ど
も
の
読
書

週
間
行
事
報
告
」を
各
後
援
団
体
に
送
付

☆
22
日
＝
野
間
読
書
推
進
賞
要
項
、
贈
呈
式
次

第 

入
稿

☆
26
日
＝
野
間
読
書
推
進
賞
要
項
、
贈
呈
式
次

第 

責
了

☆
27
日
～
11
月
９
日
＝
「
２
０
２
１
年 

第
75

回 

読
書
週
間
」

☆
28
日
＝
野
間
読
書
推
進
賞
メ
ッ
セ
ー
ジ
集 

入
稿

☆
28
日
＝
野
間
読
書
推
進
賞
メ
ッ
セ
ー
ジ
集 

責
了

《ホームページ》http://www.dokusyo.or.jp

●
11
月
６・７
日
開
催
の
日
本
子
ど
も
の

本
研
究
会
全
国
大
会
の
資
料
が
、
事
前
に

届
き
ま
し
た
。
資
料
の
ひ
と
つ
、
過
去
の

大
会
テ
ー
マ
と
記
念
講
演
の
一
覧
に
大
学

時
代
の
恩
師
ふ
た
り
の
名
前
が
あ
り
、
う

れ
し
く
懐
か
し
い
思
い
に
な
り
ま
し
た
。

●
お
ひ
と
り
は
「
感
情
の
教
育
」
が
テ
ー

マ
の
坂
元
忠
芳
先
生
。
１
年
目
の
ゼ
ミ

で
は
貧
困
や
教
育
格
差
の
ル
ポ
ル
タ
ー

ジ
ュ
、
２
年
目
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
引
き
こ

も
り
に
つ
い
て
の
『
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
不
全
症
候
群
』（
中
島
梓
）
が
テ
キ
ス

ト
で
し
た
。
ゼ
ミ
生
た
ち
は
小
さ
な
グ

ル
ー
プ
を
作
り
、『
ハ
マ
ー
タ
ウ
ン
の
野

郎
ど
も
』（
ウ
ィ
リ
ス
）、『
再
生
産
』（
ブ

ル
デ
ュ
ー
）
な
ど
に
挑
戦
し
、
そ
の
成
果

を
ゼ
ミ
で
発
表
。
30
年
ほ
ど
前
の
話
で
す

が
、
現
在
の
社
会
に
と
っ
て
大
き
く
、
切

実
な
テ
ー
マ
ば
か
り
な
の
に
驚
き
ま
す
。

●
も
う
お
ひ
と
り
は
、
山
住
正
己
先
生
。

当
時
、
学
部
長
や
大
学
総
長
の
仕
事
が
忙

し
く
、
ゼ
ミ
は
ほ
ぼ
学
生
の
自
主
運
営
で

し
た
が
、
可
能
な
限
り
ゼ
ミ
と
飲
み
会
に

顔
を
出
さ
れ
、
学
生
た
ち
と
の
対
話
を
重

ね
ら
れ
ま
し
た
。
ゼ
ミ
で
司
会
を
務
め
る

と
そ
の
回
の
ま
と
め
を
「
通
信
」
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
が
、
山
住
ゼ
ミ

は
ま
と
め
に
加
え
て
「
な
ん
で
も
い
い
か

ら
書
評
を
書
く
」
が
条
件
。
ま
と
め
よ
り

も
こ
ち
ら
の
方
に
苦
労
し
ま
し
た
。

●
お
ふ
た
り
と
も
、
年
度
末
に
は
自
主
研

究
レ
ポ
ー
ト
の
提
出
を
課
題
と
さ
れ
ま
し

た
。
文
献
を
読
む
、
他
者
の
発
言
・
意
見

を
聞
い
て
記
録
す
る
、
そ
れ
ら
を
ま
と
め

て
文
章
と
す
る
。
本
紙
の
作
業
を
進
め
な

が
ら
、「
私
の
基
礎
を
作
っ
た
の
は
、
お

ふ
た
り
の
ゼ
ミ
だ
っ
た
な
」
と
、
学
生
時

代
の
出
会
い
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。（
伸
）

●
編
集
部
＆
事
務
局
の

ひ
・
と
・
こ
・
と
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が
さ
ら
に
増
え
て
い
く
こ
と
を
目
指

し
、学
校・地
域・家
庭
が
連
携
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
読
書
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

学
校
法
人
創
価
学
園　

関
西
創
価
中
学

校（
大
阪
府
交
野
市
）＝
生
徒
一
人
ひ
と

り
が
読
書
の
喜
び
を
知
り
、読
書
習
慣

が
身
に
付
く
よ
う
、朝
の
読
書
、ビ
ブ
リ

オ
バ
ト
ル
、授
業
と
の
連
携
な
ど
多
彩

な
読
書
推
進
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。

愛
知
県
立
豊
田
高
等
学
校
（
愛
知
県
豊

田
市
）
＝
学
校
の
指
導
重
点
項
目
の
ひ

　
公
益
財
団
法
人 
高
橋
松
之
助
記
念

財
団
は
、
９
月
29
日
㈬
、「
第
14
回 

高

橋
松
之
助
記
念『
朝
の
読
書
大
賞
』『
文

字
・
活
字
文
化
推
進
大
賞
』」
の
受
賞

者
を
発
表
し
た
。

●
第
14
回 

高
橋
松
之
助
記
念

　
「
朝
の
読
書
大
賞
」

中
津
市
立
下
郷
小
学
校（
大
分
県
中
津

市
）＝
２
０
０
５
年
よ
り
毎
日「
朝
の
読

書
」実
施
。本
が
大
好
き
な「
下
郷
っ
子
」

と
つ
に
「
読
書
タ
イ
ム
を
起
点
と
し
た

言
語
活
動
の
推
進
」
を
掲
げ
て
、
教
職

員
と
生
徒
が
一
丸
と
な
り
、
読
書
推
進

活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

●
第
14
回 

高
橋
松
之
助
記
念

　
「
文
字
・
活
字
文
化
推
進
大
賞
」

岡
山
放
送
株
式
会
社　

ア
ナ
ウ
ン
ス

室
（
岡
山
県
岡
山
市
）
＝
局
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
が
２
０
０
１
年
に
始
め
た
出
張
朗

読
会
。
10
年
間
の
継
続
で
岡
山
県
・
香

川
県
の
全
市
町
村
へ
の
訪
問
を
達
成
し

た
。

　
贈
呈
式
は
、
10
月
25
日
㈪
に
受
賞
者

と
財
団
関
係
者
の
み
で
オ
ン
ラ
イ
ン
形

式
で
実
施
さ
れ
た
。

体
同
士
の
横
の
連
携
な
ど
に
つ
い
て
討

議
さ
れ
る
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
野

口
武
悟
さ
ん
（
専
修
大
学
教
授
）。
設

楽
敬
一
さ
ん
（
全
国
学
校
図
書
館
協

議
会
理
事
長
）、
白
井
哲
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
代
表
），
洞
本
昌

哉
さ
ん
（
ふ
た
ば
書
房
代
表
取
締
役
）、

竹
内
美
紀
さ
ん
（
東
洋
大
学
准
教
授
）、

園
田
久
美
子
さ
ん
（
三
郷
市
教
育
委
員

会
）
が
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
を
、
森
茜
さ
ん

（
日
本
図
書
館
協
会
顧
問
）
と
ア
ン
ド

　

絵
本
を
通
し
た
人
の
関
わ
り
を
広

げ
、
人
づ
く
り
町
づ
く
り
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
図
書
館
関
係
者
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
絵

本
図
書
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
は
、「
第

３
回 

子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
に
関

す
る
代
表
者
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
12
月

19
日
㈰
に
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
会
議

室（
東
京
都
千
代
田
区
）で
開
催
す
る
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
活
動
状
況
や
今
後
の
展
望
、
団

リ
ュ
ー
・
デ
ュ
ア
ー
さ
ん
（
子
ど
も
司

書
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
）
が
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
を
務
め
る
。

　
記
念
講
演
は
柳
田
邦
男
さ
ん
（
ノ
ン

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
）
の
「
地
域
に
根

を
下
ろ
す
絵
本
活
動
～
最
近
の
事
例
と

こ
れ
か
ら
～
」。

　
参
加
費
は
無
料
だ
が
、
事
前
の
申
し

込
み
が
必
要
。
会
場
ま
た
は
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
参
加
（
先
着
順
）
が
選
べ
る
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
詳
細
、
申
し
込
み
は

絵
本
図
書
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ま
で
。

●
絵
本
図
書
館

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

https://
ehon-lib.net

■
絵
本
図
書
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

地
域
を
つ
な
げ
る
絵
本
の
力
を

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
確
か
め
あ
う

■
高
橋
松
之
助
記
念
財
団 

各
賞
発
表

「
朝
の
読
書
」
と
多
彩
な
実
践
を

継
続
し
て
き
た
学
校
が
受
賞


